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第3章 石巻市の現状

（１）自然環境

太平洋に面した本市は、海洋性の気候で、内陸地

方と比較すると寒暖の差が少なく、東北地方の中で

は年間を通して比較的温暖な地域となっています。

北上川流域に肥よくな平たん地が広がり、市の

北部から牡鹿半島にかけては北上山系の山々が連

なっています。沿岸部は神
かみ

割
わり

崎
ざき

から牡鹿半島まで

がリアス式海岸に、旧北上川の河口である石巻湾

側は、長浜から雲雀
ひ ば り

野
の

へと続く砂浜となっていま

す。また、沖合には、金華山、網
あ

地
じ

島
しま

、田代島の

ほか多くの小さな島々が浮かび、多様な地勢上の

特徴を有し、風
ふう

光
こう

明
めい

媚
び

な景観を形成しています。

新北上川の河岸にはヤナギの河畔林やヨシの群

生地が広がり、ヨシ原は環境省の「残したい日本

の音風景100選」
※

に選ばれています。北上山系の

山々は、暖温帯から冷温帯へ移り変わる地域とし

ての特徴を持つモミ・イヌブナ・ブナの自然林が

原生林の面影をとどめていますが、近年では、そ

の大部分をクリやコナラなどの二次林やスギなど

の人工林が占めています。
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金華山や沿岸地域ではアカマツの自然林が広く

分布し、特に名
な

振
ぶり

沖の八
や

景
けい

島
じま

は太平洋沿岸北部に

おける暖地性植物群落として、国の天然記念物の

指定を受けています。このように豊かな自然を有

していますが、近年、松くい虫による山林への被

害やニホンジカの過剰繁殖による食害が発生して

います。また、全域において林業従事者が減少す

ることにより、間伐等の手入れが行き届かない森

林や粗大ごみなどの不法投棄が見受けられるよう

になってきました。

また、多くの貴重な生物も生息しており、翁
おきな

倉
くら

山
やま

がイヌワシ繁殖地として国の特別天然記念物に、

また、大
おお

指
ざし

沖の双子島がウミネコ等の繁殖地とし

て県の天然記念物に指定され、それぞれが、日本

野鳥の会の重要野鳥生息地の指定を受けています。

その他市内には、環境省及び県のレッドデータブ

ックに掲げられている｢マルコガタノゲンゴロウ｣

など絶滅危
き

惧
ぐ

種が多く生息しています。

さらに、金華山は信仰の島であるとともに、ニ

ホンジカやニホンザルの生息地として全国的にも

有名で、ほぼ手つかずの原生林と生息するシカ、

草、潮のにおいが感じられることから、環境省の

「かおり風景100選」
※

に選ばれています。

これらの豊かな自然景観を保全し、自然とのふ

れあいを推進するため、｢旭
あさひ

山
やま

｣が昭和15年に県内

の平野部では唯一の県立自然公園に、昭和54年に

は北上高地から牡鹿半島へと続く北上山系の山々

が｢南三陸金華山国定公園｣に、また、硯
けん

上
じょう

山
ざん

、上
じょう

品
ぼん

山
さん

、牧山、万
まん

石
ごく

浦
うら

を含む地域が｢硯
けん

上
じょう

山
ざん

万
まん

石
ごく

浦
うら

県立自然公園｣にそれぞれ指定されています。加

えて、｢翁
おきな

倉
くら

山
やま

｣は自然環境保全地域の指定を受け

ています。
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（2）人口・世帯

本市の人口は、平成17年の国勢調査では

167,324人ですが、進学や就職に伴う若者の流出

を主な要因として昭和60年以降減少が続き、今後

もこの傾向は続くと予測されます。

コーホート変化率法
※

を用いた人口推計による

と、10年後の平成28年には147,300人となり、平

成17年に比べて、約20,000人の減少となります。

平成12年の国勢調査における高齢化率
※

では、宮

城県の平均17.3％を上回る20.6％となっています。

また、地域ごとの高齢化の状況には大きな格差が

あり、雄勝・牡鹿エリアでは高齢化率
※

が30.0％を超

え、既に超高齢社会
※

が現実のものになっています。

年齢構成の割合を平成12年と比較すると、平成

28年の年少人口
※

は12.5％で、2.3ポイントの減少、

生産年齢人口
※

は56.6％で、8.0ポイントの減少、

その一方で、老年人口
※

は31.0％で、10.4ポイント

増加すると推計されます。

世帯数は平成12年まで増加傾向で推移していま

したが、平成17年に減少に転じ、56,857世帯とな

っています。1世帯当たりの人員は平成17年で

2.94人と、核家族化や少子化が進んでいます。ま

た、高齢化の進行に伴い、65歳以上の一人暮らし

の世帯も増加傾向にあり、平成17年で5,780世帯

であり、全世帯の約10％を占めています。
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（3）産業

本市の就業人口
※

は国勢調査によると、平成２

年の89,178人をピークに減少へと転じ、平成12年

には84,075人となっています。就業人口
※

に占める

女性の割合は37.9％と、男性の割合の58.9％に対

して20％以上低くなっており、特に20代後半から

30代前半の子育て期に当たる女性の就業割合が低

くなっています。

就業人口
※

を産業別にみると、第１次産業は近

年減少傾向にあり、平成７年の10,956人、構成比

12.4％から、平成12年8,956人、10.7％と大きく減

少しています。第2次産業は増加傾向で推移して

いましたが、平成7年の30,890人、構成比34.8％か

ら、平成12年では28,397人、33.8％となり、減少

へと転じています。第３次産業は平成7年46,827

人から、平成12年では46,383人とやや減少してい

ますが、構成比では52.8％から55.2％へと増加し

ています。

産業構造をみると、石巻エリアは宮城県の産業

構成比とほぼ同程度で都市型の産業構造に、雄

勝・牡鹿エリアは漁業の割合が高い沿岸型産業構

造に、河北・河南・桃生・北上エリアは農業の割

合が高い内陸型の産業構造になっており、本市全体

としては、農業、漁業、工業、商業、そして観光が

バランスよく発展し多様性に富んだ構造となってい

ます。

①　農業

本市は、北上川沿いに沖
ちゅう

積
せき

平野が広がり、肥よ

くな大地に恵まれた水田地帯は、「ササニシキ」

や「ひとめぼれ」の一大産地となっています。ま

た、年間を通して寒暖の差の少ない比較的恵まれ

た気象条件の下、「きゅうり」をはじめ、「トマト」、

「ねぎ」、「ほうれんそう」、「いちご」などの有数

の野菜産地ともなっており、県内農業産出額の約

8％を担っています。

また、大
おお

盤
ばん

平
だいら

や上
じょう

品
ぼん

山
さん

にある市営牧場での牛の

放牧のほか、ブロイラー
※

の養鶏など畜産業も盛

んに行われています。

農家戸数及び農業従事者数は年々減少傾向にあ

り、特に基幹的農業従事者の減少が著しくなって

います。この要因としては、農業従事者の高齢化

の急速な進行と後継者の農業離れによることとあ

わせ、平野部を中心に経営耕地面積が３ha以上の

農家の割合が、平成12年の10.4％から平成17年に

は12.3％と徐々に高まっていることから、認定農

業者など意欲ある担い手への農地の集約が進んで

いることなども考えられます。
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②　林業

市域面積の約50％を森林が占め、そのうち民有

林が約80％を占めています。木材価格の低迷や生

産コストの上昇のほか、外材の輸入増大などによる

収益性の低下などにより、林業を取り巻く状況は非

常に厳しくなっています。

そのような状況にあるものの、ヒラタケをはじ

め特用林産物
※

の生産なども行われています。

また、松林については、昭和50年に松くい虫被

害が発生して以来、市全域にその被害が拡大し、

その被害量は、県内の約３割を占める甚大なもの

となっています。

③　水産業

本市は、｢漁港漁場整備法｣に定める第1種から

第4種及び特定第3種の5種類の漁港すべてを有し

ています。近接する金華山沖漁場は、世界三大漁

場の一つに数えられ、｢さば｣、｢かつお｣、｢たら｣、

｢さんま｣などを中心に多種多様な漁業資源を有し

ています。また、沿岸部では「かき」や「ほたて」、

「のり」、｢ぎんざけ｣などの養殖が盛んに行われてい

るとともに、牡鹿・雄勝エリアなど三陸リアス式海

岸の岩礁域では、「あわび」や「うに」、「わかめ」

などの採取が行われています。さらに、内
ない

水
すい

面
めん

漁業
※

では、新北上川での「しじみ」の採取や｢さけ｣のふ

化・放流が行われており、正に「食材王国みやぎ」

の一翼を担う地域となっています。しかしながら、

漁業就業者が減少し、農業と同様に後継者が不足し

ている状況にあります。
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また、県内屈指の水産加工品の産地として、塩

蔵品や練製品、冷凍食品などを生産していますが、

素材の質などの優位性はあるものの、付加価値を

持った製品が少なく、他産地との差別化が図られ

ていない状況にあります。

その他、漁業では昭和57年に国際捕鯨委員会

（IWC）で商業捕鯨モラトリアム（一時停止）が

採択され、それまで牡鹿エリアで盛んに行われて

いた商業捕鯨が停止されました。しかし、平成18

年のIWC年次会合総会において、商業捕鯨モラト

リアムが必要ないという見解とIWCの正常化を求

める「セントキッツ・ネービス宣言」が採択され、

商業捕鯨の再開に向け大きく動き出しました。

④　工業

本市は、昭和39年に新産業都市
※

の指定を受け

てから、石巻工業港が開港するなど、工業都市と

しても発展してきました。近年、三陸縦貫自動車

道の延伸とインターチェンジへのアクセス（連絡）

道路の整備のほか、石巻トゥモロービジネスタウ

ン
※

への企業誘致の推進や石巻専修大学との連携

強化など、産業基盤の充実に取り組んでいます。

製造品出荷額は県内シェアの約10%を占め、仙

台市に次ぐ第２位となっています。製造品出荷額

の内訳のうち基礎素材型製造業
※

であるパルプ・

紙・紙加工品製造業が約30％、木材・木製品製造

業が11％、鉄鋼業が4％を占めています。一方、

電気機械器具製造業などの加工組立型製造業の集

積は少なく、出荷額割合も低くなっています。

また、地域独自の産業としては、国の伝統的工

芸品に指定された｢雄勝硯
すずり

｣が600年の伝統を有し、

伊達政宗公の霊
れい

廟
びょう

瑞
ずい

鳳
ほう

殿
でん

からも発掘されています。

そのほかにも、｢くじら｣の歯を使った細工物やヒゲ

工芸品などの工芸技術が継承されています。
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⑤　商業

本市の商圏は、太平洋沿岸から内陸部にかけて

の広い範囲にわたり、消費購買動向調査報告書に

よると、商圏人口としては経年変動も少なく28万

人を擁しており、吸引人口では仙台市に次ぐ県内

第２位の商圏となっています。

しかし、小売業の年間販売額は年々減少傾向に

あり、販売効率は高くない状況にあります。また、

消費者の買い物場所としては、衣料品や家電製品

などの買
かい

回
まわり

品
ひん※

を中心に仙台商圏などへの流出傾

向が見られます。市内においては郊外店での購買

割合が高まっており、中心市街地においては空き

店舗や空き地が目立ち、吸引力や商業機能が低下

しています。

各エリアの商業は、日用品や食料品などの最
も

寄
より

品
ひん※

の購買先としての役割を担っており、地元購

買率は河北エリアで63％、桃生エリアで58％など

となっています。いずれのエリアにおいても郊外

店での購買割合が高まり、商店街の吸引力は低下

している状況です。一方で、「ふれあいいちば菜

花」や「やさいっ娘
こ

」などの農産物直売所といっ

た生産者と消費者の顔が見える販売スタイルが行

われるようになってきました。

⑥　観光

本市は、優れた自然や地域固有の歴史・文化を

活かした観光が中心となっています。

その中で、自然を満喫できる観光場所としては、

漫画家がデザインしたロッジがある「田代島マン

ガアイランド」や東北有数の透明度を誇る「網
あ

地
じ

白浜海水浴場」、遠浅で波が穏やかな「白浜海水

浴場」、金華山を一望できる「おしか家族旅行村」、

大海原を眼下に自然の中で大型遊具での遊びを楽

しめる「峠
とうげ

崎
ざき

自然公園」などがあります。また、

本市を一望しながらハイキングや散策が楽しめる

「旭
あさひ

山
やま

」や「上
じょう

品
ぼん

山
さん

」などもあります。

歴史・文化を体験できる場所としては、奥州三

霊場の一つである「金華山」をはじめ、慶長遣欧

使節船サン・ファン・バウティスタ
※

が見学でき

る「慶長使節船ミュージアム（サン・ファン館）」、

北上川と北上運河などを紹介する「北上川・運河

交流館 水の洞
どう

窟
くつ

」、石ノ森章太郎のマンガの世界

を体験できる「石ノ森萬画館」、伝統工芸品であ

る雄勝硯
すずり

の製作体験ができる「雄勝硯
すずり

伝統産業会

館」などがあります。

祭りやイベントとしては、東北地方有数の打上

げ数を誇る花火が夜空を彩る「石巻川開き祭り」

や捕鯨文化を伝承する「牡鹿鯨まつり」、民俗芸

能“はねこ踊り”のパレードに約1,000人が参加

する「ものうふれあい祭“はねこ踊りフェスティ

バル”」などがあります。
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平成16年の観光入込客数は約187万人となって

いますが、夏に集中した通過型観光が多くなって

おり、市内宿泊客は23万人と入込客数の約12％と

なっています。

また、三陸の海の幸を活かした「みやぎ寿司海

道」や、三陸が国内初の産金が行われた地である

ことにちなんだ「みやぎ黄金街道」など、三陸沿

岸の自治体との連携による観光戦略活動も行って

います。

（4）暮らし

①　保健・医療・福祉

本市の医療体制としては、石巻市立病院、雄勝

病院、牡鹿病院の３病院と５つの診療所を中心に、

蛇
へび

田
た

地区に移転新築された石巻赤十字病院のほか、

その他の民間の病院・診療所などと連携し、医療

サービスの提供を行っています。離島医療として

は、田代島に診療所がありますが、網
あ

地
じ

島
しま

は平成

11年に診療所が閉鎖されました。しかしながら、

同年旧網
あみ

長
なが

小学校の校舎を改装した「網
あみ

小
しょう

医院」

が開院し、島民への医療の充実が図られています。

さらに、石巻市立病院では「在宅療養科」を新

設し、自宅で療養している患者に対しホスピスケ

ア
※

を主体として、定期的に訪問する在宅診療サ

ービスを開始しています。

本市を含む石巻医療圏の医師の充足状況として

は、ほとんどの診療科目において、宮城県の平均

を下回る状況となっています。

休日や夜間の医療体制としては、夜間急患セン

ターとともに、在宅当番医制
※

及び病院群輪番制
※

を行っていますが、小児科での救急医療について

は充実が望まれています。

65歳以上の一人暮らし世帯は増加傾向にあり、

平成17年は5,760世帯で、全世帯の約10％を占め

ています。同時に、介護保険制度の要支援・要介

護者も増加しており、平成17年の要支援・要介護

認定者数は5,753人で、第1号被保険者（65歳以上

人口）の14％を占めています。平成17年の認定者
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の構成比は、要支援が21.2％、要介護1が30.4％な

どとなっています。

介護保険に対応した在宅老人サービス施設とし

ては、デイサービス（日帰り介護）センター８か所、

在宅介護者支援施設4か所のほか、平成18年度か

ら地域包括支援センターが９か所設置されました。

老人福祉施設としては、特別養護老人ホーム10か

所、老人保健施設５か所、養護老人ホーム１か所、

軽費老人ホーム３か所、認知症高齢者グループホー

ムが13か所あり、平成18年７月現在約1,400人が入所

していますが、特別養護老人ホームや老人保健施設

などを中心に入所希望者が多くなっています。

本市の障がい者は約7,000人（身体、知的、精

神の合計）で、障がい者の社会参加を支援する施

設は、通所授産施設5か所、通所更生施設2か所、

小規模作業所６か所となっていますが、平成18年

度から施行された障害者自立支援法に対応した新

体系へ移行する必要があります。しかしながら、

移行する時期、施設におけるサービスの種別等が

明確ではありません。

地域の福祉活動を支える民生委員・児童委員は

369人おり、社会調査活動や相談活動、情報提供

活動などを行っています。また、障がい者や高齢

者の支援を行っているＮＰＯ
※

としては、現在24

団体が活動しています。

平成17年度の国民健康保険加入率は、牡鹿エリ

アが最も高く65.0％、次いで雄勝エリアが50.5％、

河南・桃生エリア45.1％、河北エリア43.8％、北

上エリア41.5％、石巻エリア40.4％となっていま

す。保険税の収納率は低下傾向にあり、医療費も

増大しています。
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②　子育て

本市を含む宮城県石巻保健福祉事務所管内の合

計特殊出生率
※

は、平成16年全国値1.29に対して

1.41と比較的高い状況となっていますが、全国的

な動向と同じく減少傾向となっています。同時に、

出生数についても減少が続き、平成12年の1,575

人（人口動態統計）に対して平成17年は1,216人

と359人の減少となっています。

子育て支援体制としては、子育て支援センター

が石巻エリアに２か所、河北エリアと河南エリア

にそれぞれ１か所あり、平成18年４月に中央児童

館が石巻エリアにオープンしました。

保育所については、市立保育所が30か所、民間

の認可保育所が３か所と無認可保育所が５か所あ

ります。市立保育所の定員は1,885人で、平成18

年４月１日現在、1,723人が入所しています。荻
おぎの

浜
はま

、大川、雄勝、和
わ

渕
ぶち

、北村、牡鹿など都市周辺

部において定員を下回る一方、都市部においては

定員を上回る状況となっています。

延長保育については、市立保育所の鹿又保育所、

須江保育所の２か所と、民間保育所２か所での実

施にとどまっています。

また、放課後児童クラブ
※

については、石巻・河

南・桃生の３エリアで22施設が実施しています。
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③　生活環境

本市の大気、騒音、水質などの環境は、数値的

にはおおむね良好な状態にはあるものの、魚町の

化製場（鶏や魚の加工残さを原料とする飼料・有

機質肥料の製造工場）等による悪臭は、工場周辺

にとどまらず風向きによっては旧北上川西側の市

街地まで届き、本市を訪れる観光客等に悪印象を

与える原因にもなっています。

また、航空自衛隊松島基地の航空機による騒音

は、影響緩和のための住宅防音工事等が国により

進められてきましたが、多くの市民は、いまだ日

常生活に支障があると感じています。

さらには、万石浦
まんごくうら

や長面浦
ながつらうら

などの閉鎖性海域
※

を中心に、生活雑排水の流入により水質の悪化が

進行しています。

平成16年度での１人１日当たりのごみの排出量

は1,277ｇで、県平均の1,104ｇを上回っています。

また、資源化の量については1人1日当たり212ｇ

と、県平均の227ｇを下回り、かつ、年々減少傾

向となっています。このような状況から、石巻広

域クリーンセンターには、年間処理能力63,000ｔ

に対し、約70,000ｔのごみが搬入されており、約

7,000ｔの超過となっています。

また、一般廃棄物最終処分場は、石巻・河北・

雄勝・河南・牡鹿エリアの5か所に設置されてい

ます。そのうち、最大の容量を占める石巻地区最

終処分場の埋立て進ちょく率は平成16年度末で約

50％に達しており、平成25年までには100％に達

すると見込まれています。

④　都市基盤

本市の住宅地については、土地区画整理事業な

どにより、公園や区画道路等の整備を一体的に行

い良好な居住環境が形成されています。

また、平成17年4月1日現在、767棟、1,815戸の

公営住宅がありますが、昭和30年代、40年代に建

築されたものが多くなっています。

市内の都市公園
※

は80か所、面積135.32haで、1

人当たりの公園面積は10.6㎡（都市公園面積/都

市計画区域内人口）となっています。

上水道の普及率は平成17年に99.4％と、ほぼ市

内全域に普及した状況になっていますが、一部老

朽化し改修が必要な施設があります。また、市街

地における公共下水道の普及率は着実に伸びてお

り、平成17年は42.4％、水洗化率は69.6％となっ

ています。しかしながら、同規模の自治体と比較

すると、普及率、水洗化率ともに低い状況になっ

ています。

また、情報基盤については、地域イントラネッ

ト
※

の整備は終了したものの、いまだに、牡鹿半

島や雄勝の名
な

振
ぶり

湾から雄勝湾にかけてのエリアな

ど、携帯電話不通地域が存在しています。




